
様式第２号（第10条関係） 

 

会議結果のお知らせ 

 

１ 開催した会議の名称   令和６年度 第１回直川地域振興審議会 

 

２ 開催日時   令和６年８月２７日（火） 午後７時～午後８時３０分 

 

３ 開催場所   直川振興局 ２階 大会議室 

 

４ 出席者 

(１) 地域振興審議会委員 

   江藤薫、大友勝彦、下岡里美、竹中裕子、春山昌信、水久保雄二、山際啓誠、山本尚希 

                                  １０名中８名出席 

(２) 佐伯市職員 

直川振興局 地域振興課 局長：長澤一彦、総括主幹：尾形宜浩、副主幹：戸髙裕一 

総合政策部 政策企画課 総括主幹：久保田博士、副主幹：出納達哉 ５名出席 

 

５ 公開、非公開の別   公開 

 

６ 傍聴人数   ０人 

 

７ 議題及び結果 

(１) 開会 

(２) 会長あいさつ 

(３) 直川振興局長あいさつ 

(４)  協議事項 

①第２次佐伯市総合計画（後期基本計画）の令和５年度の取組に係る検証結果について 

（諮問事項） 

 １．地域別の取組について 

第２次佐伯市総合計画（後期基本計画）の令和５年度の取組に係る検証結果（直川地

域）を説明し、その内容について質疑応答を行った。 

     ２．全体の取組について 

第２次佐伯市総合計画（後期基本計画）の令和５年度の取組に係る検証結果（佐伯市全 

体）を説明し、その内容について質疑応答を行った。※政策企画課が説明 

②令和６年度佐伯創生推進総合対策事業について 

 令和６年度佐伯創生推進総合対策事業の概要や進捗状況について説明し、その内容につい 

て質疑応答を行った。 

 (７) その他 直川地域公共事業等実施内容について 

（８）閉会 

 

 



８ 会議の資料名一覧 

・令和６年度 第１回直川地域振興審議会 資料 

・進捗管理の概要（第２次佐伯市総合計画 後期基本計画） 

・第２次佐伯市総合計画 後期基本計画（冊子） 

・政策評価調書（第２次佐伯市総合計画 後期基本計画） 

 

９ 問い合わせ先 

  担当課  佐伯市直川振興局 地域振興課 地域振興・市民サービス係 

  電話番号 ０９７２－５８－２１１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質疑応答等の内容一覧 

番号 内容 

１ （質問） 

昨年、コミュニティバスの乗り方動画を作成したが、それによって利用率は向上したか。 

（回答） 

老人クラブの集まりなどで動画を見ていただくなどの周知を行っているが、まだ利用率向上

に繋がった実感はない。今後も動画を利用した周知を継続していく。 

（質問） 

昨年の「なおかわ実りフェスタ」は好評だった。今年度は開催する予定があるか。 

（回答） 

昨年の「なおかわ実りフェスタ」は、中止となった「なおかわ夏祭り」の代替イベントでし

たので、今年は開催しない（8/10 に夏祭り開催したため）。ただし、猛暑の時期に開催する

夏祭りは開催時期の再考が必要と感じているので、今後は秋の開催も検討する。 

２ （質問） 

昨年、「体験公園亀の甲なおかわ」の柚子を利用し、「なおかわまるごと市場」にて無農薬の

柚子ジャムを製品化した。しかし、直川の柚子はあまり知られてないと思われるので、ＰＲ

ができたらと思う。 

（回答） 

直川地域の情報発信サイト「なおかわナビ」やコミュニティ協議会のホームページやＳＮＳ

を活用してＰＲする。 

３ （意見） 

米や猪肉など、直川の食材は東京のバイヤーや有名レストランなどから味を評価されてお

り、販路拡大のチャンスがあるので、継続的な情報発信が大切と考える。 

（意見） 

現在、東京からの移住者に米作りを教えている。本人は佐伯市で農地付き家屋を購入して米

作りを計画しているが、農業委員会から許可が下りなかった。意欲のある人が参入できるよ

うにならないか。 

４ （質問） 

農業機械や設備の老朽化などで直川ライスセンターの運営に不安がある。 

（回答） 

ライスセンターは建設から既に３２年が経過しており、老朽化が進んでいる。将来的には宇

目と共同で作業委託を受ける構想もあるようです。 

５ （質問） 

宇目なかよしトンネル手前の県道崩落個所の復旧はいつになりそうか。 

（回答） 

県土木事務所によると復旧時期は未定、現在調査中とのこと。 

（質問） 

宇目なかよしトンネル手前の県道崩落により、国道 10 号線への迂回を強いられている。横

川大石地区～宇目塩見園地区への旧道は通行可能か。 

（回答） 

通行は可能だが道幅が狭く離合が困難なため、できれば利用しないでいただきたい。 



６ （意見） 

今回の総合計画の評価の基準は？自分たち地域での取組をわざわざ上から評価される必

要があるのかと感じる。 

（意見） 

海のある地域や宇目などは自然を売りに人を呼べるが、直川は観光施設で人を呼び込もうと

しているので、施設はしっかりと整備する必要がある。財源がないというのであれば夏祭り

などのイベント時に募金を募ったり、駐車場代をとるなどして、それを施設整備に充てるな

ど工夫してみては。 

 

 

 

 

 


